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① ドローンを使った点群測量 1 6 2 3 0 29 13

② 町民参加型の地図データ作成 3 4 5 0 0 34 5

③ 当事者参加型備えシステム「K-DiPS」の導入 3 5 4 0 0 35 4

④ ドローンを使った救急物資配 1 4 6 1 0 29 13

① インタラクティブ（双方向）型宅内デバイスを活用した地域コミュニティサービス 0 5 7 0 0 29 13

② LPWA（低消費電力･長距離通信）を活用したサービス 1 7 4 0 0 33 6

③ 地域BWA（広帯域移動無線アクセス）を活用したサービス 0 6 6 0 0 30 10

① データ駆動型パーソナルヘルスデータバンクサービス 6 4 2 0 0 40 1

② スマート・タウンライフ・サポートサービス 4 5 3 0 0 37 3

③ 行政・民間手続きワンストップ・ワンスオンリーサービス 6 4 2 0 0 40 1

① 行政関連サービスや手続きのプッシュ化×DX化 1 6 4 1 0 31 8

② 地域内のモビリティシェアリング 0 2 8 2 0 24 22

③ ドローンや自動運転モビリティを用いた物流網の構築 0 3 7 2 0 25 20

④ 地域内での再エネ創出設備導入、災害時BCP対策 0 4 6 2 0 26 19

⑤ オンライン×電子を基本とした教育施策の展開 0 6 5 1 0 29 13

⑥ 予防医療の充実化 1 5 5 1 0 30 10

⑦ 実証特別区を準備し企業を誘致 0 2 9 1 0 25 20

① バーチャル内灘町の環境整備 0 5 5 2 0 27 18

② 三次元地図でのシミュレーション 1 4 7 0 0 30 10

③ ドローンでの見回り／物資輸送 0 8 3 1 0 31 8

④ オンライン診療／医薬品輸送 0 8 4 0 0 32 7

6 ① 地域住民主体でセキュリティ性を高める防犯街づくり 1 5 4 2 0 29 13

「内灘町スーパーシティ構想に関する連携事業者及び事業提案」に関する事前意見聴取アンケート結果

回答数

ダイワ通信株式会社

10年後、20年後に、内灘町がどんな地域になって、住民の生活がどうなっているかをイメージし、それを目指していることがはっきりわかるサービスが明確でない。
ディスカッションが必要。

町として何をしたいのか明確にすべきである。何かをやるには、それに適合した人材の育成が先決。

ドローンは万能ではない。運用体制の構築が重要である。

各提案内容が審査基準に沿っている内容か否かを前提とすべき。町として「安心・安全なくらしによる健康のまちづくり」というスーパーシティ構想を打ち出していく中で、何に重点を置くのか。
実行の可能性があるものであり、住民に受け入れられるものであることが重要である。

資料だけでは内容の理解が難しい。コスト比較ができない。

この構想は、防災・防犯、また、次世代を担う子どもたちに大変有効なことと考えられる一方で、町民の中にはまだまだデジタル化に追いつけない方も多くいるということを認識していただき、後回しになら
ないような対応をしてほしい。一人でも多くの町民が理解し、関心を持つよう積極的な情報提供・開示を願う。（横文字が多い）

提案書の内容だけでは、具体化され、実現可能な提案試案なのか判断しかねる。

全ての提案は有効。幅広し視点・分野の提案が望まれる。どの提案内容に力点・重点を置く施策とするのかは、町の役割。

観光に対する提案がゼロであったことが少し残念。内灘町の豊かな自然をクローズアップできるような取り組みを何らかの形で織り交ぜてもらえれば良いと思う。
教育についても、子どもたちの未来のために、もう少し提案がほしい。

提案事業者名 提案事業内容 評点順

1 アイパブリッシング株式会社

2 ＮＥＣネッツエスアイ株式会社

3 株式会社ＮＴＴデータ北陸

5 株式会社北日本ジオグラフィ

4 elDesign株式会社
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